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どうやら 

変化は、外

側からして

いるみたい

だなあ。 

実験前は透明だったも

のが、実験後は表面が

白く濁っている。 

海水の中の生分解性プラ

には線や筋が見える。 

土の中の生分解性プ

ラには小さなものが

ついているぞ。 
土の中は微生物がたくさんいて、

水があってという条件が揃ってい

るからかなあ。 

生分解性プラは土の中の

方が 変化が大きいね。 

通常のプラは 土でも海水でも

大きな変化が見られないね。 

プラスチックに傷がつい

たことは、変化している

とは言えるが、分解して

いるとは言い切れないと

思います。土も海水も、分

解の理由付けとしては難

しいと思います。 

今日は、実験を始めて、 

１０日間後の結果なので、

引き続き実験を続けて、変

化の様子や進み具合を探っ

ていきたいと思います。 

 
 

実験後は表面

がザラザラし

ているな。 

 

 

見られた変化が分解なのか

どうかという疑問は、今後

の専門家招聘の設定につな

がっていく。 

生分解性プラスチックの開発品の実物を

見ることや科学技術を体験できたことは

とても有効。 

実験前後の比較、生分

解性プラと通常プラの

比較、土の中と海水の

中の比較、という３つ

の比較の視点が有効。 
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